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令和８年度 先導的官民連携支援事業

調査内容・スケジュール調査内容・スケジュール

【テーマ③】津駅東口交通ターミナル上部空間活用検討調査 【調査主体】三重県津市（人口２７万人）

□事業手法検討支援型  情報整備等支援型

調査内容 5月 7月 9月 11月 1月 3月

計画準備

実現性を持つプランの構築

開発フェーズに応じた連携
方策リスク分析の検討

事業条件案及び事業性の
検討

まとめ

④成果の提出
②開発フェーズに
応じた連携方策
リスク分析の検討

③上部空間等の
事業条件案

及び事業性の検討

①実現性を持つ
プランの構築

バスタプロジェクトと連動し、老朽化した駅前インフラ（東西自由通路、駅前広場等）の一体的再構築及び活性化に向けて、令和７年度に
実施した調査結果を踏まえ、より具体的な事業モデルの検討・収益性検証、リスク分析を行うとともに、詳細の事業条件把握や収益性評
価を行うことで、民間活力を活かすための事業条件を整理し、他のバスタプロジェクトにとって模範となり得るモデルケース創出を目指す。

令和７年度サウンディング調査結果を踏まえ、規模や
 配置等、より具体的な事業モデルの検討・収益性検証
に向けた想定プランを構築

行政負担範囲を示し、複数の施設を一体的に整備する
ための連携方策の検討、開発段階ごとのリスクを分析

サウンディングを実施し、詳細な事業条件把握や
収益性評価を行うことでコンセッション等の事業成立
可能性を検討

次年度以降の実施方針素案作成に向けて、
複合建築物の条件やスケジュールを整理
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【テーマ③】津駅東口交通ターミナル上部空間活用検討調査調査 【調査主体】三重県津市（人口２７万人）

令和８年度 先導的官民連携支援事業

事業・施設の概要事業・施設の概要 事業・施設の課題事業・施設の課題

検討経緯／事業化スケジュール検討経緯／事業化スケジュール

□事業手法検討支援型  情報整備等支援型

・津駅周辺は県都津市の玄関
口として都市拠点かつ交通結
節点であるが、基盤整備から
約半世紀が経過しており、老
朽化への対応や賑わいの創
出など、未来を見据えた再整
備が必要

・再編に当たっては、国、三重
県、津市で連携して検討を進
め、令和４年３月に「津駅周辺
道路空間の整備方針」を策定
し、３者で整備を推進

【事業概要】

・R7年度に事業可能性について調査し、開発事業者が中心となり、バスタの
プレーヤーである交通系事業者と連携し、事業を担っていくスキームを整理
・R8年度には、この詳細について検討を行っていく

【事業スキーム等の概要】

主関与者

JR：駅ビル・
駅舎等

近鉄：駅舎等

※必要に応じて
整備運営等の連携
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津市：東西自由通路、
ペデストリアンデッキ等

三重県：「ほこみち」
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一
体
性

一
体
性

事
業
ス
キ
ー
ム

R7年度の先導的官民連携事
業の中で、PFI事業、市街地再
開発事業、LABV事業など多

様なスキームパターンをサウ
ンディング調査により検証を
進めた結果、整備・運営の一
貫性等からPFI事業が最も適
性が高いという結果となった。
R7年度結果を基に想定プラン

を構築し、詳細な事業条件等
を検証する。

・本事業は、老朽化が進む駅前の複数のインフラ、その他官・民施設を包括的に
更新・再編することで、交通利便性、防災性、賑わい、駅東西連携、駅前回遊性
の向上を図り、当市が目指すコンパクトシティ実現に大きく寄与するものである。
・本事業では、特に駅前の賑わい創出の観点から官民連携は必須である。しかし、
昨今の建設費高騰や、敷地が行政財産である等、民間事業者の参入には一定
の制約がある。そこで、令和７年度に検討した収益施設併設のPFI事業等の事
業スキームを踏まえ、事業性等の分析を行い、官民連携事業の導入性判断に
必要な情報を整備することが課題となっている。

【検討経緯】

・令和７年度：サウンディング調査によりニーズを把握

令和８年度は、サウンディング結果を踏まえ、事業範囲は交通ターミナル上部空

間活用に重点を置いて検討を進めることを想定する。

◆ 提案があった導入機能

〇 商業（物販・飲食）、業務（オフィス）、居住（分譲住宅）、宿泊（ホテル）等

〇 医療・福祉施設、学校施設、既存駅ビルの代替となる施設等

想定
導入機能

◆ 事業範囲に対する意見

〇 周辺公共施設や公園を含む一体事業では、民間メリットやコスト削減効

果が限定的な一方、事業の複雑化を懸念する意見が多かった

バンド
リング

【事業化スケジュール】

令和８年度 交通ターミナル上部空間のプラン構築、事業段階ごとのリスク
の分析、他都市交通ターミナル事例のヒアリング・事業者対話
の継続、VFM算出等

令和９年度 実施方針素案の策定
令和10年度～実施方針公表、公募準備、事業者選定、（選定後事業開始）

・令和７年度：想定される事業スキームの検討（①が有力という結果）

①交通ターミナルをPFI事業で整備し、その付帯事業として民間施設を整備

②複合建築物を市街地再開発事業で整備した後、交通ターミナル事業を導入

③官民共同事業体が複合建築物を整備した後、交通ターミナル事業を導入

④民間事業で複合建築物を整備した後、交通ターミナル事業を導入


	スライド 1: 【テーマ③】津駅東口交通ターミナル上部空間活用検討調査
	スライド 2: 【テーマ③】津駅東口交通ターミナル上部空間活用検討調査調査

